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(57)【要約】
【課題】外装部材に対する組付け作業性に優れた電線用 
ブーツを提供すること。
【解決手段】電線Ｗｅの保護対象部を内方に収容させる 
筒状の外装部材２０よりも大きな筒状に形成され、かつ 
、その内周壁１１ａの内側に当該内周壁１１ａに接触さ 
せることなく外装部材２０の一方の端部２０ａを収容さ 
せることが可能なブーツ本体１１と、ブーツ本体１１の 
内周壁１１ａから突出させた当該ブーツ本体１１の筒軸 
と同軸の少なくとも１つの環状体１２と、を有し、環状 
体１２は、外周部側の起点から内周面までの間の環状部 
１２ａを外装部材２０の筒軸と同軸の筒状部１２ｂへと 
弾性変形させることが可能で、かつ、外装部材２０の外 
周壁に筒状部１２ｂの内周壁１２ｂ１を周方向で全周に 
亘って密着させることが可能なものとして形成されるこ 
と。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 線 の 保 護 対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ る 筒 状 の 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ  
、 そ の 内 周 壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外 装 部 材 の 一 端 部 を 収 容 さ せ  
る こ と が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、
前 記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記 内 周 壁 か ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒 軸 と 同 軸 の 少 な く と も １  
つ の 環 状 体 と 、
を 有 し 、
前 記 環 状 体 は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記 外 装 部 材 の 筒 軸 と 同 軸  
の 筒 状 部 へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の 外 周 壁 に 前 記 筒 状 部 の  
内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と し た 電 線 用 ブ ー ツ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 環 状 体 は 、 前 記 外 装 部 材 と し て 、 前 記 外 周 壁 側 で 山 と な る 環 状 の 山 部 と 前 記 外 周 壁 側  
で 谷 と な る 環 状 の 谷 部 と が 筒 軸 方 向 に 交 互 に 並 べ ら れ た コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 用 い る 場 合  
、 少 な く と も １ つ の 前 記 山 部 に 対 し て 弾 性 変 形 後 の 前 記 筒 状 部 の 前 記 内 周 壁 を 周 方 向 で 全  
周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 線 用 ブ  
ー ツ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 環 状 体 は 、 前 記 外 装 部 材 と し て 、 前 記 外 周 壁 側 で 山 と な る 環 状 の 山 部 と 前 記 外 周 壁 側  
で 谷 と な る 環 状 の 谷 部 と が 筒 軸 方 向 に 交 互 に 並 べ ら れ た コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 用 い る 場 合  
、 １ つ の 前 記 山 部 に 対 し て 弾 性 変 形 後 の 前 記 筒 状 部 の 前 記 内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て  
密 着 さ せ 、 か つ 、 筒 軸 方 向 で 当 該 山 部 と 隣 り 合 う １ つ の 前 記 谷 部 を 前 記 筒 状 部 が 周 方 向 で  
全 周 に 亘 っ て 覆 い 隠 す も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 線 用 ブ  
ー ツ 。
【 請 求 項 ４ 】
電 線 と 、
前 記 電 線 の 保 護 対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ る 筒 状 の 外 装 部 材 と 、
前 記 外 装 部 材 の 一 端 部 側 に 一 端 側 を 被 せ 、 か つ 、 他 端 側 を 当 該 他 端 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め  
た 状 態 で ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ る 電 線 用 ブ ー ツ と 、
を 備 え 、
前 記 電 線 用 ブ ー ツ は 、 筒 状 の 前 記 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周  
壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外 装 部 材 の 前 記 一 端 部 を 収 容 さ せ る こ と  
が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、 前 記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記 内 周 壁 か ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒  
軸 と 同 軸 の 少 な く と も １ つ の 環 状 体 と 、 を 有 し 、
前 記 環 状 体 は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記 外 装 部 材 の 筒 軸 と 同 軸  
の 筒 状 部 へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の 外 周 壁 に 前 記 筒 状 部 の  
内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
電 線 と 、
前 記 電 線 の 保 護 対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ る 筒 状 の 外 装 部 材 と 、
前 記 外 装 部 材 の 一 方 の 端 部 側 に 一 端 側 を 被 せ 、 か つ 、 他 端 側 を 当 該 他 端 側 と の 間 の 隙 間 を  
埋 め た 状 態 で 第 １ ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ る 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ と 、
前 記 外 装 部 材 の 他 方 の 端 部 に 一 端 側 を 被 せ 、 か つ 、 他 端 側 を 当 該 他 端 側 と の 間 の 隙 間 を 埋  
め た 状 態 で 第 ２ ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ る 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ と 、
を 備 え 、
前 記 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ と 前 記 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ は 、 筒 状 の 前 記 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状  
に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外 装 部 材 の  
前 記 一 方 の 端 部 を 収 容 さ せ る こ と が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、 前 記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記 内 周 壁 か  
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ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒 軸 と 同 軸 の 少 な く と も １ つ の 環 状 体 と 、 を そ れ ぞ れ に 有  
し 、
前 記 環 状 体 は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記 外 装 部 材 の 筒 軸 と 同 軸  
の 筒 状 部 へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の 外 周 壁 に 前 記 筒 状 部 の  
内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 電 線 用 ブ ー ツ 及 び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に お い て は 、 筒 状 の 電 線 用 ブ ー ツ を 電 線 に 被 せ る こ と が あ る 。 そ の  
電 線 用 ブ ー ツ は 、 電 線 に 対 し て の 防 水 や 防 塵 を 図 る た め の も の で あ り 、 合 成 ゴ ム 等 の 柔 軟  
性 を 持 た せ た 材 料 で 成 形 さ れ て い る 。 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に は 、 電 線 に 被 せ た ゴ ム  
ブ ー ツ に つ い て 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ２ ２ ０ ９ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に お い て は 、 電 線 と 周 辺 部 品 と の 干 渉 を 防 ぐ た め に 、 電 線 の 保  
護 対 象 部 を 筒 状 の 外 装 部 材 （ 例 え ば 、 コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ ） の 内 方 に 収 容 さ せ る こ と が あ  
る 。 そ し て 、 こ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に お い て は 、 そ の 外 装 部 材 の 中 の 電 線 に 対 す る 防 水 や 防  
塵 を 図 る べ く 、 外 装 部 材 の 外 周 壁 側 と 電 線 用 ブ ー ツ の 内 周 壁 側 と を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て  
密 着 さ せ た 状 態 で 、 こ の 外 装 部 材 に 対 し て 電 線 用 ブ ー ツ を 被 せ る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、  
電 線 用 ブ ー ツ は 、 外 装 部 材 へ の 密 着 性 を 高 め る た め に 、 そ の 内 周 壁 の 成 す 内 部 空 間 に お け  
る 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 の 断 面 積 が 、 外 装 部 材 の 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 に お け る  
外 殻 線 の 内 側 の 断 面 積 よ り も 小 さ く な る よ う に 成 形 さ れ る 。 よ っ て 、 電 線 用 ブ ー ツ は 、 外  
装 部 材 に 対 し て 組 み 付 け る 際 に 、 そ の 柔 軟 性 を 利 用 し て 、 そ の 内 部 空 間 の 断 面 積 が 外 装 部  
材 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 拡 管 さ せ た 状 態 で 保 持 さ せ 、 そ の 中 に 外 装 部 材 に 差 し  
入 れ て か ら 保 持 状 態 の 解 除 と 共 に 縮 管 さ せ る こ と に よ っ て 、 内 周 壁 側 を 外 装 部 材 の 外 周 壁  
側 に 密 着 さ せ る 。 従 来 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 、 こ の よ う な 電 線 用 ブ ー ツ の 拡 管 作 業 を 必 要 と  
す る の で 、 電 線 用 ブ ー ツ を 外 装 部 材 に 組 み 付 け る 際 に 一 手 間 か か る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 外 装 部 材 に 対 す る 組 付 け 作 業 性 に 優 れ た 電 線 用 ブ ー ツ 及 び ワ イ ヤ ハ ー  
ネ ス を 提 供 す る こ と を 、 そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 に 係 る 電 線 用 ブ ー ツ は 、 電 線 の 保 護 対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ  
せ る 筒 状 の 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁  
に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外 装 部 材 の 一 端 部 を 収 容 さ せ る こ と が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、 前  
記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記 内 周 壁 か ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒 軸 と 同 軸 の 少 な く と も １ つ  
の 環 状 体 と 、 を 有 し 、 前 記 環 状 体 は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記  
外 装 部 材 の 筒 軸 と 同 軸 の 筒 状 部 へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の  
外 周 壁 に 前 記 筒 状 部 の 内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て  
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 に 係 る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 、 電 線 と 、 前 記 電 線 の 保 護  
対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ る 筒 状 の 外 装 部 材 と 、 前 記 外 装 部 材 の 一 端 部 側 に 一 端 側 を 被 せ 、  
か つ 、 他 端 側 を 当 該 他 端 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ る 電 線 用  
ブ ー ツ と 、 を 備 え 、 前 記 電 線 用 ブ ー ツ は 、 筒 状 の 前 記 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ  
れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外 装 部 材 の 前 記 一 端  
部 を 収 容 さ せ る こ と が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、 前 記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記 内 周 壁 か ら 突 出 さ せ た  
当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒 軸 と 同 軸 の 少 な く と も １ つ の 環 状 体 と 、 を 有 し 、 前 記 環 状 体 は 、 外 周  
部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記 外 装 部 材 の 筒 軸 と 同 軸 の 筒 状 部 へ と 弾 性 変  
形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の 外 周 壁 に 前 記 筒 状 部 の 内 周 壁 を 周 方 向 で 全  
周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 に 係 る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 、 電 線 と 、 前 記 電 線 の 保 護  
対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ る 筒 状 の 外 装 部 材 と 、 前 記 外 装 部 材 の 一 方 の 端 部 側 に 一 端 側 を 被  
せ 、 か つ 、 他 端 側 を 当 該 他 端 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 第 １ ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ  
る 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ と 、 前 記 外 装 部 材 の 他 方 の 端 部 に 一 端 側 を 被 せ 、 か つ 、 他 端 側 を 当 該  
他 端 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 第 ２ ブ ー ツ 保 持 部 に 保 持 さ せ る 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ と 、  
を 備 え 、 前 記 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ と 前 記 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ は 、 筒 状 の 前 記 外 装 部 材 よ り も 大  
き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 の 内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 前 記 外  
装 部 材 の 前 記 一 方 の 端 部 を 収 容 さ せ る こ と が 可 能 な ブ ー ツ 本 体 と 、 前 記 ブ ー ツ 本 体 の 前 記  
内 周 壁 か ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 の 筒 軸 と 同 軸 の 少 な く と も １ つ の 環 状 体 と 、 を そ れ  
ぞ れ に 有 し 、 前 記 環 状 体 は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の 間 の 環 状 部 を 前 記 外 装 部 材  
の 筒 軸 と 同 軸 の 筒 状 部 へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 前 記 外 装 部 材 の 外 周 壁 に  
前 記 筒 状 部 の 内 周 壁 を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ  
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 電 線 用 ブ ー ツ は 、 ブ ー ツ 本 体 の 内 周 壁 と 外 装 部 材 の 外 周 壁 と の 間 の 環 状 の 隙  
間 を 環 状 体 で 埋 め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ は 、 外 部 の 水 や 塵 埃 を 外 装  
部 材 の 一 端 部 の 開 口 に ま で 到 達 さ せ な い の で 、 そ の 外 装 部 材 の 一 端 部 の 開 口 か ら 当 該 外 装  
部 材 の 中 へ の 水 の 浸 入 や 塵 埃 の 侵 入 を 抑 止 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 こ の 電 線 用 ブ ー  
ツ は 、 そ の 中 の 電 線 に 対 す る 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の 電  
線 用 ブ ー ツ の ブ ー ツ 本 体 は 、 外 装 部 材 よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 の  
内 側 に 当 該 内 周 壁 に 接 触 さ せ る こ と な く 外 装 部 材 の 一 端 部 を 収 容 さ せ 得 る も の と し て 形 成  
さ れ て い る 。 よ っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ は 、 外 装 部 材 を ブ ー ツ 本 体 の 中 へ と 収 容 す る 際 に  
、 従 来 の よ う に 拡 管 さ せ な く て も 、 外 装 部 材 を ブ ー ツ 本 体 の 中 に 挿 入 す る こ と が で き る の  
で 、 外 装 部 材 に 対 す る 組 付 け 作 業 性 に 優 れ て い る 。 従 っ て 、 本 発 明 に 係 る 電 線 用 ブ ー ツ は  
、 そ の 中 の 電 線 に 対 す る 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 し な が ら も 、 外 装 部 材 に 対 す る 組 付 け  
作 業 性 に 優 れ た も の と な っ て い る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 、 こ の よ う な 電  
線 用 ブ ー ツ を 具 備 す る も の で あ り 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ が 得 ら れ る 効 果 を 同 様 に 奏 す る こ と  
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 と そ の 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ 及 び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ を 適 用 し た 際 の 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ を 適 用 し た 際 の 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 実 施 形 態 に お け る 組 付 け 前 の 電 線 用 ブ ー ツ と 外 装 部 材 を 示 す 分 解 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 変 形 形 態 に お け る 組 付 け 前 の 電 線 用 ブ ー ツ と 外 装 部 材 を 示 す 分 解 斜 視 図  
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で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 具 体 例 の １ つ に つ い て 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 電 線 用 ブ ー ツ 及 び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細  
に 説 明 す る 。 尚 、 こ の 実 施 形 態 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 実 施 形 態 ］
本 発 明 に 係 る 電 線 用 ブ ー ツ 及 び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ８ に 基 づ い て 説 明  
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ 及 び 図 ２ の 符 号 １ ０ Ａ は 、 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ を 示 す 。 そ し て 、 図 １ 及 び 図 ３ の  
符 号 １ ０ Ｂ は 、 そ の 実 施 形 態 の 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ を 示 す 。 但 し 、 以 下 に お い て は 、  
実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ と 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ｂ と で 共 通 の 説 明 に な る 場  
合 、 符 号 １ ０ を 用 い て 電 線 用 ブ ー ツ を 示 す こ と に す る 。 ま た 、 図 １ か ら 図 ３ の 符 号 Ｗ Ｈ は  
、 そ の 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ 又 は 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ｂ が 構 成 要 素 の １  
つ と し て 設 け ら れ た 実 施 形 態 又 は 変 形 形 態 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 示 す 。 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ  
は 、 そ の 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ 又 は 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ｂ の 他 に 、 電 線  
Ｗ ｅ と 、 こ の 電 線 Ｗ ｅ が 周 辺 部 品 に 干 渉 す る こ と を 防 ぐ 外 装 部 材 ２ ０ と 、 を 少 な く と も 備  
え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
先 ず 、 外 装 部 材 ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
外 装 部 材 ２ ０ は 、 合 成 樹 脂 等 の 絶 縁 性 材 料 で 筒 状 に 成 形 さ れ る 。 こ の 外 装 部 材 ２ ０ は 、 そ  
の 内 方 に 電 線 Ｗ ｅ の 保 護 対 象 部 を 収 容 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ の 保 護 対 象 部 を 周 辺 部 品 に  
干 渉 さ せ な い よ う に 保 護 す る も の で あ る 。 こ の 外 装 部 材 ２ ０ に お い て は 、 １ 本 又 は 複 数 本  
の 電 線 Ｗ ｅ の 保 護 対 象 部 を 内 方 に 収 容 さ せ 、 そ の 電 線 Ｗ ｅ を 筒 軸 方 向 に お け る 双 方 の 端 部  
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 開 口 ２ ０ ａ １ ， ２ ０ ｂ １ か ら 外 方 に 引 き 出 さ せ る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 示 す 外 装 部 材 ２ ０ と し て は 、 外 周 壁 側 で 山 と な る 環 状 の 山 部 ２ １ と 外 周 壁 側 で 谷 と  
な る 環 状 の 谷 部 ２ ２ と が 筒 軸 方 向 に 交 互 に 並 べ ら れ た コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 用 い る （ 図 １  
か ら 図 ７ ） 。 こ こ で は 、 円 環 状 の 山 部 ２ １ と 円 環 状 の 谷 部 ２ ２ と が 交 互 に 並 べ ら れ た 円 筒  
形 状 の コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 外 装 部 材 ２ ０ と し て 用 い て い る 。 但 し 、 外 装 部 材 ２ ０ は 、 外  
周 壁 に 凹 凸 の 無 い 筒 形 状 （ 例 え ば 、 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 形 状 が 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ に  
お け る 後 述 す る ブ ー ツ 本 体 １ １ と の 相 似 形 ） を 成 す も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
続 い て 、 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 柔 軟 性 と 弾 性 を 持 た せ る べ く 、 合 成 ゴ ム を 用 い て 成 形 さ れ る 。 こ の  
電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 一 端 １ ０ ａ 側 の 開 口 １ ０ ａ １ か ら 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 （ 一 方  
の 端 部 ２ ０ ａ 又 は 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ ） を 内 部 空 間 に 挿 入 さ せ る （ 図 １ か ら 図 ７ ） 。 そ し て  
、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 側 に 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ 、 こ の 一  
端 １ ０ ａ 側 の 内 方 で 当 該 一 端 １ ０ ａ 側 を 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 に 対 し て 周 方 向 で 全 周 に 亘  
っ て 密 着 さ せ る （ 図 １ か ら 図 ３ ） 。 尚 、 こ こ で 示 す 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 他 端 １ ０ ｂ  
側 に ま で 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 を 挿 入 さ せ て い る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 他 端 １ ０ ｂ 側 を 当 該 他 端 １ ０ ｂ 側 と の 間 の 隙 間 を 埋  
め た 状 態 で ブ ー ツ 保 持 部 Ｃ ａ ａ に 保 持 さ せ る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。 そ の ブ ー ツ 保 持 部 Ｃ ａ ａ  
は 、 例 え ば 、 電 線 Ｗ ｅ を 電 気 接 続 さ せ る 電 気 機 器 （ 補 機 等 ） 又 は 電 線 Ｗ ｅ を 他 の 電 線 Ｗ ｅ  
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に 電 気 接 続 さ せ る た め の 中 継 器 等 の 筐 体 Ｃ ａ の 一 部 と し て 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 こ の  
ブ ー ツ 保 持 部 Ｃ ａ ａ は 、 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ の 他 端 １ ０ ｂ 側 を 収 容 さ せ 、 こ の 他 端 １ ０ ｂ 側  
の 外 周 壁 が 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ の 他 端 １ ０ ｂ 側 を 当 該 他 端  
１ ０ ｂ 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 保 持 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 こ の ブ ー ツ 保  
持 部 Ｃ ａ ａ は 、 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ の 他 端 １ ０ ｂ 側 が 被 せ ら れ 、 こ の 他 端 １ ０ ｂ 側 の 内 方 で  
当 該 他 端 １ ０ ｂ 側 が 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ の 他 端 １ ０ ｂ 側 を  
当 該 他 端 １ ０ ｂ 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 保 持 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 一 端 １ ０ ａ 側 を 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 に 対 し て 周 方 向 で 全  
周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る と 共 に 、 そ れ と は 別 の 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 （ 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ 又  
は 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ ） に 他 端 １ ０ ｂ 側 を 被 せ 、 こ の 他 端 １ ０ ｂ 側 の 内 方 で 当 該 他 端 １ ０ ｂ  
側 を 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 に 対 し て 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 筒 状 の ブ ー ツ 本 体 １ １ と 、 こ の ブ ー ツ 本 体 １ １ の 中 に 設 け た 少  
な く と も １ つ の 環 状 体 １ ２ と 、 を 有 す る （ 図 １ か ら 図 ７ ） 。 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０  
Ａ は 、 そ の 環 状 体 １ ２ を １ つ 有 す る も の と し て 例 示 し て い る 。 一 方 、 変 形 形 態 の 電 線 用 ブ  
ー ツ １ ０ Ｂ は 、 そ の 環 状 体 １ ２ を ２ つ 有 す る も の と し て 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ブ ー ツ 本 体 １ １ は 、 外 装 部 材 ２ ０ よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の ブ ー ツ 本  
体 １ １ は 、 そ の 内 周 壁 １ １ ａ の 内 側 に 当 該 内 周 壁 １ １ ａ に 接 触 さ せ る こ と な く 外 装 部 材 ２  
０ の 一 端 部 （ 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ 又 は 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ ） を 収 容 さ せ る こ と が 可 能 な 形 状 の  
も の と し て 形 成 さ れ る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。 つ ま り 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ は 、 そ の 内 周 壁 １ １ ａ  
の 成 す 内 部 空 間 に お け る 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 の 断 面 積 が 、 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 の  
筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 に お け る 外 殻 線 の 内 側 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ  
れ る 。 こ こ で 示 す ブ ー ツ 本 体 １ １ は 、 そ の 内 周 壁 １ １ ａ の 成 す 内 部 空 間 に お け る 筒 軸 方 向  
に 対 す る 直 交 断 面 の 断 面 積 が 、 外 装 部 材 ２ ０ の 山 部 ２ １ の 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 に お  
け る 外 殻 線 の 内 側 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ こ で 示 す  
ブ ー ツ 本 体 １ １ は 、 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
環 状 体 １ ２ は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 中 で 少 な く と も 外 装 部 材 ２ ０ が 収 容 さ れ て い る 場 所 に だ  
け 設 け れ ば よ い 。 こ こ で 示 す 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 一 端 １ ０ ａ 側 に だ け 環 状 体 １ ２ を 設 け  
て い る （ 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 環 状 体 １ ２ は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ か ら 突 出 さ せ た 当 該 ブ ー ツ 本 体 １ １ の  
筒 軸 と 同 軸 の 環 状 形 に 形 成 さ れ る 。 こ の 環 状 体 １ ２ は 、 外 周 部 側 の 起 点 か ら 内 周 面 ま で の  
間 の 環 状 部 １ ２ ａ （ 図 ４ か ら 図 ７ ） を 外 装 部 材 ２ ０ の 筒 軸 と 同 軸 の 筒 状 部 １ ２ ｂ （ 図 ２ 及  
び 図 ３ ） へ と 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 に 筒 状 部 １ ２ ｂ  
の 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る  
。 よ っ て 、 こ の 環 状 体 １ ２ は 、 そ の よ う な 弾 性 変 形 を 可 能 に す る べ く 、 平 板 の 環 状 形 に 形  
成 さ れ る （ 図 ４ か ら 図 ７ ） 。 そ し て 、 こ の 環 状 体 １ ２ は 、 そ の 環 状 部 １ ２ ａ の 内 周 面 １ ２  
ａ １ の 成 す 内 部 空 間 に お け る 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 の 断 面 積 が 、 外 装 部 材 ２ ０ の 山 部  
２ １ の 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 に お け る 外 殻 線 の 内 側 の 断 面 積 よ り も 小 さ く な る よ う に  
形 成 さ れ る （ 図 ５ 及 び 図 ７ ） 。 つ ま り 、 環 状 体 １ ２ は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 中 に 外 装 部 材 ２  
０ が 挿 入 さ れ て き た と き に 、 こ の 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 （ 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ 又 は 他 方 の 端  
部 ２ ０ ｂ ） の 端 面 で 環 状 部 １ ２ ａ の 環 状 面 が 押 動 さ れ 且 つ 筒 状 部 １ ２ ｂ へ と 弾 性 変 形 さ せ  
ら れ る 形 状 に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 示 す 環 状 体 １ ２ は 、 平 板 の 円 環 状 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 こ の よ う な ブ ー ツ 本 体 １ １ と 環 状 体 １ ２ と が 設 け ら れ て い る の で 、  
ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ と 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 と の 間 の 環 状 の 隙 間 を 環 状 体 １ ２  
で 埋 め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 環 状 体 １ ２  
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が 一 端 １ ０ ａ 側 の 開 口 １ ０ ａ １ に 設 け ら れ て い る 場 合 、 そ の 一 端 １ ０ ａ 側 の 開 口 １ ０ ａ １
か ら ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ と 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 と の 間 へ の 外 部 か ら の 水 の 浸  
入 や 塵 埃 の 侵 入 を 抑 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 環 状 体 １ ２ が  
一 端 １ ０ ａ 側 の 開 口 １ ０ ａ １ よ り も 奥 に 設 け ら れ て い る 場 合 、 そ の 一 端 １ ０ ａ 側 の 開 口 １  
０ ａ １ か ら ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ と 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 と の 間 に 外 部 か ら 入 り  
込 ん だ 水 や 塵 埃 を 環 状 体 １ ２ で せ き 止 め る こ と が で き る 。 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 環 状 体 １  
２ の 配 置 が そ の 何 れ の 場 合 で あ っ て も 、 外 部 の 水 や 塵 埃 を 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 の 開 口 （  
一 方 の 端 部 ２ ０ ａ の 開 口 ２ ０ ａ １ 又 は 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ の 開 口 ２ ０ ｂ １ ） に ま で 到 達 さ せ  
な い の で 、 そ の 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 の 開 口 か ら 当 該 外 装 部 材 ２ ０ の 中 へ の 水 の 浸 入 や 塵  
埃 の 侵 入 を 抑 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 中 の 電 線 Ｗ ｅ  
に 対 す る 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
具 体 的 に 、 環 状 体 １ ２ は 、 こ の 例 示 の 如 く 外 装 部 材 ２ ０ と し て コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 用 い  
る 場 合 、 少 な く と も １ つ の 山 部 ２ １ に 対 し て 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内 周 壁 １ ２ ｂ １
を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る も の と し て 形 成 さ れ る （ 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ ）  
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
例 え ば 、 こ の 環 状 体 １ ２ は 、 １ つ の 山 部 ２ １ に 対 し て だ け 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ を 密  
着 さ せ る 場 合 、 外 装 部 材 ２ ０ の 挿 入 に 伴 う 環 状 部 １ ２ ａ の 弾 性 変 形 に よ っ て 、 そ の 山 部 ２  
１ の 頂 部 の 外 周 壁 （ こ の 例 示 で は 頂 面 ） に 対 し て 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を  
密 着 さ せ た 円 筒 形 状 の 筒 状 部 １ ２ ｂ が 形 作 ら れ る も の と し て 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 こ  
の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ と 山 部 ２ １ の 頂 部 の 外 周 壁 （ こ の  
例 示 で は 頂 面 ） と の 間 の 環 状 の 隙 間 を 環 状 体 １ ２ で 埋 め る こ と が で き る の で 、 先 に 示 し た  
防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
但 し 、 環 状 体 １ ２ は 、 こ の よ う に 、 １ つ の 山 部 ２ １ の 頂 部 の 外 周 壁 に 対 し て だ け 弾 性 変 形  
後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ る 場 合 、 筒 軸 方 向 に  
お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 関 係 に ず れ が 生 じ た と き に 、 そ の １ つ の 山 部 ２ １ に 対  
し て 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ 難 く な っ て し ま う 可  
能 性 が あ る 。 従 っ て 、 環 状 体 １ ２ は 、 １ つ の 山 部 ２ １ に 対 し て だ け 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １  
２ ｂ を 密 着 さ せ る 場 合 、 外 装 部 材 ２ ０ の 挿 入 に 伴 う 環 状 部 １ ２ ａ の 弾 性 変 形 に よ っ て 、 そ  
の 山 部 ２ １ の 頂 部 の 外 周 壁 （ こ の 例 示 で は 頂 面 ） に 対 し て 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 内 周 壁 １  
２ ｂ １ を 密 着 さ せ た 円 筒 形 状 の 筒 状 部 １ ２ ｂ が 形 作 ら れ る こ と が 可 能 で 、 か つ 、 筒 軸 方 向  
に お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 関 係 に ず れ が 生 じ た と き に 、 そ の 山 部 ２ １ の 頂 部 と  
谷 部 ２ ２ の 谷 底 と を 繋 ぐ 傾 斜 面 又 は 山 部 ２ １ の 頂 部 に お け る 当 該 傾 斜 面 と の 境 界 部 分 に 対  
し て 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 密 着 さ せ た 円 錐 筒 形 状 の 筒 状 部 １ ２ ｂ が 形 作  
ら れ る こ と が 可 能 な も の と し て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 環 状 体 １ ２ は 、 筒 軸 方 向  
に お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 関 係 に ず れ が 生 じ た と き に 、 筒 状 部 １ ２ ｂ が 谷 部 ２  
２ に 入 り 込 ん で 円 錐 筒 形 状 と な り 、 こ の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に  
亘 っ て 山 部 ２ １ の 外 周 壁 に 密 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
し か し な が ら 、 環 状 体 １ ２ に お い て は 、 円 筒 形 状 の 筒 状 部 １ ２ ｂ と 円 錐 筒 形 状 の 筒 状 部 １  
２ ｂ の 双 方 へ の 弾 性 変 形 を 考 慮 し た 場 合 、 山 部 ２ １ の 外 周 壁 に 対 す る 筒 状 部 １ ２ ｂ の 密 着  
度 合 い が 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 毎 に ば ら つ い て 、 そ の 位 置 毎 に 防 水 性 能 や 防 塵 性 能  
が 異 な る も の に な っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ こ で 、 環 状 体 １ ２ は 、 こ の 例 示 の 如 く 外 装 部 材 ２ ０ と し て コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ を 用 い る  
場 合 、 筒 軸 方 向 に お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 ず れ を 考 慮 し て 、 １ つ の 山 部 ２ １ に  
対 し て 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内 周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ 、 か  
つ 、 筒 軸 方 向 で 当 該 山 部 ２ １ と 隣 り 合 う １ つ の 谷 部 ２ ２ を 筒 状 部 １ ２ ｂ が 周 方 向 で 全 周 に  
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亘 っ て 覆 い 隠 す も の と し て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い （ 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ ） 。 こ  
れ に よ り 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 筒 軸 方 向 に お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 に 拘  
わ ら ず 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ と 少 な く と も １ つ の 山 部 ２ １ の 頂 部 の 外 周 壁 （ こ  
の 例 示 で は 頂 面 ） と の 間 の 環 状 の 隙 間 を 環 状 体 １ ２ で 埋 め る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の  
電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 筒 軸 方 向 に お け る 外 装 部 材 ２ ０ の 相 対 的 な 位 置 に 拘 わ ら ず 、 先 に 示  
し た 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ こ で 示 す 環 状 体 １ ２ は 、 そ の 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を よ り 確 実 に 得 る た め に 、 １ つ の 谷 部  
２ ２ を 筒 軸 方 向 で 挟 ん で 隣 り 合 う ２ つ の 山 部 ２ １ に 対 し て 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 内  
周 壁 １ ２ ｂ １ を 周 方 向 で 全 周 に 亘 っ て 密 着 さ せ て い る （ 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 こ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ に お い て は 、 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ に お け る 一 端 １ ０ ａ 側 の  
開 口 １ ０ ａ １ を 塞 ぐ べ く 、 こ の 一 端 １ ０ ａ 側 の 外 周 壁 か ら 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 （ 一 端 １  
０ ａ 側 の 開 口 １ ０ ａ １ か ら 飛 び 出 て い る 部 分 の 外 周 壁 ） に 亘 っ て 隙 間 無 く テ ー プ （ 図 示 略  
） を 巻 き 付 け て も よ い 。 こ れ に よ り 、 こ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ に お い て は 、 よ り 高 い 防 水  
性 能 と 防 塵 性 能 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
と こ ろ で 、 こ こ ま で で 示 し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ に お い て は 、 外 装 部 材 ２ ０ の 一 方 の 端 部  
２ ０ ａ に 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ の 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ る こ と で 、 そ の 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ の 開 口  
２ ０ ａ １ を 外 部 か ら 遮 断 し て い る が 、 こ の 外 装 部 材 ２ ０ の 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ に つ い て 言 及  
し て い な い 。 こ れ は 、 そ の 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ の 開 口 ２ ０ ｂ １ に つ い て は 、 一 方 の 端 部 ２ ０  
ａ と は 別 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ で 外 部 か ら 遮 断 し て も よ く 、 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ を 箱 内 に 収 め  
る 等 の 別 の 方 法 で 外 部 か ら 遮 断 し て も よ い か ら で あ る 。 以 下 に お い て は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス  
Ｗ Ｈ の 具 体 例 の １ つ と し て 、 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ が 用 い ら れ た 前 者 の 構 成 を 示  
す （ 図 ８ ） 。 こ こ で は 、 一 方 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ を 「 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ 」 と 称  
し 、 他 方 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ を 「 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ 」 と 称 す る 。 ま た 、 こ こ で  
は 、 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ を 保 持 す る た め の 一 方 の ブ ー ツ 保 持 部 Ｃ ａ ａ を 「 第 １ ブ ー  
ツ 保 持 部 」 Ｃ ａ ａ １ と 称 し 、 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ を 保 持 す る た め の 他 方 の ブ ー ツ 保  
持 部 Ｃ ａ ａ を 「 第 ２ ブ ー ツ 保 持 部 」 Ｃ ａ ａ ２ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ こ で 示 す ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ は 、 電 線 Ｗ ｅ と 、 外 装 部 材 ２ ０ と 、 外 装 部 材 ２ ０ の 一 方 の  
端 部 ２ ０ ａ 側 に 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ る 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ と 、 外 装 部 材 ２ ０ の 他 方  
の 端 部 ２ ０ ｂ 側 に 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ る 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ と 、 を 備 え る （ 図 ８ ）  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 １ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ は 、 外 装 部 材 ２ ０ の 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ 側 に 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ  
、 か つ 、 他 端 １ ０ ｂ 側 を 当 該 他 端 １ ０ ｂ 側 と の 間 の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 第 １ ブ ー ツ 保 持 部  
Ｃ ａ ａ １ に 保 持 さ せ る （ 図 ８ ） 。 ま た 、 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ は 、 外 装 部 材 ２ ０ の 他  
方 の 端 部 ２ ０ ｂ 側 に 一 端 １ ０ ａ 側 を 被 せ 、 か つ 、 他 端 １ ０ ｂ 側 を 当 該 他 端 １ ０ ｂ 側 と の 間  
の 隙 間 を 埋 め た 状 態 で 第 ２ ブ ー ツ 保 持 部 Ｃ ａ ａ ２ に 保 持 さ せ る （ 図 ８ ） 。 そ し て 、 こ の 第  
１ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ と 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ は 、 先 に 示 し た ブ ー ツ 本 体 １ １ と 、  
一 端 １ ０ ａ 側 に 設 け た 少 な く と も １ つ の 環 状 体 １ ２ と 、 を そ れ ぞ れ に 有 す る （ 図 ８ ） 。 こ  
こ で 示 す 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ １ と 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ と 、  
一 端 １ ０ ａ 側 に 設 け た １ つ の 環 状 体 １ ２ と 、 を そ れ ぞ れ に 有 し て い る 。 第 １ 電 線 用 ブ ー ツ  
１ ０ Ａ １ と 第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ２ の そ れ ぞ れ の 環 状 体 １ ２ は 、 先 の 例 示 と 同 じ 形 状 の  
も の と し て 形 成 さ れ て い る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 示 し た よ う に 、 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ） は 、 ブ ー ツ 本 体 １  
１ の 内 周 壁 １ １ ａ と 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 と の 間 の 環 状 の 隙 間 を 環 状 体 １ ２ で 埋 め る こ と  
が で き る 。 よ っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 外 部 の 水 や 塵 埃 を 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 の  
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開 口 （ 一 方 の 端 部 ２ ０ ａ の 開 口 ２ ０ ａ １ 又 は 他 方 の 端 部 ２ ０ ｂ の 開 口 ２ ０ ｂ １ ） に ま で 到  
達 さ せ な い の で 、 そ の 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 の 開 口 か ら 当 該 外 装 部 材 ２ ０ の 中 へ の 水 の 浸  
入 や 塵 埃 の 侵 入 を 抑 止 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 中 の  
電 線 Ｗ ｅ に 対 す る 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ  
１ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ） は 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ の 内 周 壁 １ １ ａ の 成 す 内 部 空 間  
に お け る 筒 軸 方 向 に 対 す る 直 交 断 面 の 断 面 積 が 、 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 の 筒 軸 方 向 に 対 す  
る 直 交 断 面 に お け る 外 殻 線 の 内 側 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま  
り 、 ブ ー ツ 本 体 １ １ は 、 外 装 部 材 ２ ０ よ り も 大 き な 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 内 周 壁 １  
１ ａ の 内 側 に 当 該 内 周 壁 １ １ ａ に 接 触 さ せ る こ と な く 外 装 部 材 ２ ０ の 一 端 部 を 収 容 さ せ 得  
る も の と し て 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 外 装 部 材 ２ ０ を ブ ー ツ  
本 体 １ １ の 中 へ と 収 容 す る 際 に 、 従 来 の よ う に 拡 管 さ せ な く て も 、 外 装 部 材 ２ ０ を ブ ー ツ  
本 体 １ １ の 中 に 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 外 装 部 材 ２ ０ に 対 す る 組 付 け 作 業 性 に 優 れ て  
い る 。 従 っ て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ） は 、 そ の 中 の 電 線  
Ｗ ｅ に 対 す る 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 確 保 し な が ら も 、 外 装 部 材 ２ ０ に 対 す る 組 付 け 作 業 性  
に 優 れ た も の と な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 そ の 簡 便 な 組 付 け 作 業 故  
、 原 価 の 低 減 に 寄 与 す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ は 、 環 状 体 １ ２ を 複 数 設 け る こ と に よ っ て （ 例 え ば 、 変 形 形  
態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ｂ の よ う に ２ つ の 環 状 体 １ ２ を 設 け る こ と に よ っ て ） 、 環 状 体 １ ２  
が １ つ の 実 施 形 態 の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ と 比 較 し て 、 よ り 高 い 防 水 性 能 と 防 塵 性 能 を 得 る  
こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ に お い て は 、 環 状 体 １ ２ を 複 数 設 け る 場 合  
、 外 装 部 材 ２ ０ の 外 周 壁 に 対 す る そ れ ぞ れ の 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ の 密 着 度 合 い の ば  
ら つ き を 抑 え 且 つ 密 着 性 を 高 め る べ く 、 そ れ ぞ れ の 弾 性 変 形 後 の 筒 状 部 １ ２ ｂ が 互 い に 重  
な り 合 わ な い 形 状 の 環 状 体 １ ２ を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０  
に お い て は 、 コ ル ゲ ー ト チ ュ ー ブ と し て の 外 装 部 材 ２ ０ に 対 応 さ せ た 環 状 体 １ ２ を 複 数 設  
け る 場 合 、 全 て の 環 状 体 １ ２ を 同 じ 形 状 の も の と し て 形 成 し て も よ く 、 弾 性 変 形 後 の 筒 状  
部 １ ２ ｂ の 形 状 が 例 え ば 先 の 例 示 の 如 く 異 な る 異 形 状 の 環 状 体 １ ２ を 混 在 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ Ｈ は 、 こ の よ う な 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０  
Ｂ ） を 具 備 す る も の で あ り 、 こ の 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ （ 電 線 用 ブ ー ツ １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ） が 得  
ら れ る 効 果 を 同 様 に 奏 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０ ， １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ   電 線 用 ブ ー ツ
１ ０ Ａ １   第 １ 電 線 用 ブ ー ツ
１ ０ Ａ ２   第 ２ 電 線 用 ブ ー ツ
１ ０ ａ   一 端
１ ０ ｂ   他 端
１ １   ブ ー ツ 本 体
１ １ ａ   内 周 壁
１ ２   環 状 体
１ ２ ａ   環 状 部
１ ２ ｂ   筒 状 部
１ ２ ｂ １   内 周 壁
２ ０   外 装 部 材
２ ０ ａ   一 方 の 端 部 （ 一 端 部 ）
２ ０ ｂ   他 方 の 端 部 （ 一 端 部 ）
２ １   山 部
２ ２   谷 部
Ｃ ａ ａ   ブ ー ツ 保 持 部



10

20

30

40

50

JP 2022-90156 A 2022.6.17(10)

Ｃ ａ ａ １   第 １ ブ ー ツ 保 持 部
Ｃ ａ ａ ２   第 ２ ブ ー ツ 保 持 部
Ｗ ｅ   電 線
Ｗ Ｈ   ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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